地域密着型サービス運営推進会議録（第４回）

	施設名
	社会福祉法人　双葉会　高齢者グループホーム双壽園

	施設種類
	認知症対応型共同生活介護

	開催日時
	令和２年　１１月　１７日（火）（各運営推進委員に資料送付）　　　

	会場
	　新型コロナウイルス感染症予防のため書面にて実地

	参加者
	利　用　者　代　表
	０人

	
	利用者家族代表
	１人

	
	地域住民代表
	３人

	
	有識者
	人

	
	高齢者お世話センター
	１人

	
	市職員
	１人

	
	事業者
	２人

	報告事項
	
グループホームの運営状況について
結核検診、インフルエンザ予防接種について
ヒヤリはっと、事故報告について

	1．
2．
３．

	

	
議　　題

	1）グループホームの運営状況について報告する。
現在の利用者状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９名（全て女性）
平均年齢　86.4歳
　　
	要介護度
	１
	２
	３
	４
	５
	計
	平均要介護度

	人数
	０
	３
	５
	１
	０
	９
	２．７７


　
　　　・要介護度変化なし
[bookmark: _GoBack]　　　・9月、1名の方が大腿骨頸部骨折のため入院。現在病院でリハビリ中
　　　・新型コロナウイルス感染者なし
　　職員状況　　　
　　　・変わりなし
　　　・新型コロナウイルス感染者なし

２）結核検診、インフルエンザ予防接種について報告する

　　＜結核検診について＞
　　徳島県総合検診センターの検診車にてレントゲン撮影
　　9月17日に8名の方が受けられた。
ペースメーカー植え込み手術で入院中だった方については、10月
14日に受けられた。
    結果、6名異常なし、2名経過観察、1名再検査となっていた
再検査となっていたのは、ペースメーカー植え込みの方で、入院時にＣＴ撮影し肺はきれいだが水が溜まっている。ペースメーカー植え込みによって改善されるかもしれないと言われていたが今回の検診で改善されていなかった。主治医の指示により現在薬で水を抜き様子観察となっている。結核ではなかったことを報告

　　＜インフルエンザ予防接種について＞
　　10月13日8名の方が原田医院（原田浩臣医師）により受けられた。
　　1名の方は島内科眼科医院（島孝仁医師）により受けられた。
　　発熱もなく変わりなかったことを報告。

　　職員については、11月10日、17日の二日に分けて原田医師により全員接種している。

３）ヒヤリはっと、事故報告について
　　
	転倒（４件）
	２件
	無傷

	
	１件
	自力歩行中転倒しトイレ洗面台、ごみ箱で顔面強打し前額部裂傷７～８針縫合、左眼窩壁の骨折（入院の必要なし）

	
	１件
	自力歩行中ふらつきあり支えた為転倒はしなかったが、ひねった際に大腿骨頸部骨折し徳島赤十字病院に入院。手術し現在博愛記念病院でリハビリ中

	傷（２件）
	１件
	足首にしこりと皮下出血あり（原因がわからない。主治医に報告し診ていただいた）

	
	１件
	腕に傷あり（原因はわからないが、夜間など床へ座り込み、這いまわられる方なので、その際にどこかにぶつけたのかもしれないと考えられる）

	爪剥離（１件）
	１件
	夜間ポータブルトイレに誘導中、入居者のつま先を踏んでしまい爪が割れてしまい、やがて剥離した（爪白癬により割れやすくなっていた）

	※骨折された方については、阿南市ながいき課に事故報告として書類を提出している



令和２年４月から現在までに７件の“ヒヤリはっと”があった。内２件は骨折事故となった。事故後、職員で事故について話し合い、予防に努めている。転倒に関しては、自立歩行の方には必ず付き添うことはできない。付き添っていても、いつも腕を組んでいるわけでもない（腕を組むことなどの必要でない方、組むことを嫌がられる方もおられる）いざという時、支えきれないこともあり、支えてもお年寄りの骨はもろく、体重や力の加わり方によっては骨折してしまう問題がある。できるだけ事故のないように、予防に努めていきたいと報告。


※第４回運営推進会議について
新型コロナウイルス感染者が冬季になり猛威を振るい始めている傾向が見られている為、前回の運営推進会議に続き書面での開催とさせていただきました。　報告書については11月中旬、阿南市ながいき課、南部高齢者お世話センター、地域役員（3名）家族代表（1名）に郵送しています。
　意見、質問などの問い合わせ等はありませんでした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

	
	



